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「問題１　計算問題」の採点

問題冊子は2～3ページ
· 正答と照らし合わせ，受験者解答の正誤を判断する。
· 正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。





















1） 

	１）　10 – ( 6 – 3 ) = 7

２）　

３）　5 + 4 × 2 = 13

４）　5 – 1.7 = 3.3

５）　

６）　3.8 + 5.9 = 9.7

７）　2 + ( 5 + 7 ) ÷ 2 = 8

８）　




	９）	2.1 × 0.4 = 0.84

１０）　※  も可

１１）20－(10－8÷2 ) = 14

１２）2.99 ÷ 1.3 = 2.3

１３）　
※約分していない場合は不可
１４）

１５）(5－3)×3+6÷(4+2) = 7

１６）13.5 ÷ 0.09 = 150




≪正答≫









「問題２　文章題（１）」の採点

問題冊子は6～9ページ

【 １ 基本文章題6問】（6～7ページ）
· 受験者の式と答えを別々に採点する。
1 正答の【式】と照らし合わせて，式の正誤を判断し，正解の場合には「1」，不正解の場合もしくは無解答の場合には「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
2 正答の【答え】と照らし合わせて，答えの正誤を判断し，正解の場合には「1」，不正解の場合もしくは無解答の場合には「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
＊「式」の欄に正解の答えが記されているにもかかわらず，「答え」の欄に記入がない場合も正解とみなし，「1」を記入してください。




























※ ｢式」の欄に，方程式（文章題に示された数学的な関係を，Xなどの文字や，□などの記号を用いて，等式の形によって表わしたもの。比例式を含む）が書かれている場合には，《方程式の正解》を参照してください。
１≪正答≫


※ 式の「正解」で示された式と，項が入れ替わっている式で，算出される答えが変わらない場合には，その式も正解とします（例えば，式の正解でX + Yが示されているときY + Xも正解になります。X×Yが示されているときには，Y×Xも正解です）。


１）時速60kmで走る自動車が，3時間で進む距離 (きょり)は，何kmですか。


【式】　60×3
《方程式の正解》  1 : 3 = 60 : x
【答え】　180km　ただし，「180,000m」も可。（回答欄の単位が誤植でｍとなっているため）

２）公民館のホールに，1m2あたり2脚 (きゃく)のいすがおいてあります。
ホール全体のいすの数が70脚だとすると，ホールの面積は何m2でしょうか。


　
【式】　70÷2　　※ 70÷2が
《方程式の正解》　2×x =70　※ 2×xが2 xと書かれていてもよい。

【答え】　35㎡                                               

３）リボンを0.6m買ったら，代金は240円でした。このリボン1mの値段 (ねだん)は
何円ですか。




【式】　240÷0.6 　※ 240÷0.6が，0.6が，またはそれらを約分した形でもよい。

《方程式の正解》  x × 0.6 = 240　※ x × 0.6が0.6 xでもよい。

【答え】　400円



４）ある高校を400人が受験 (じゅけん)し，280人が合格 (ごうかく)しました。合格率 (ごうかくりつ)は，何%ですか。


【式】　280 ÷ 400 × 100
※ 以下も正解とする。
①複数の式に分けて書かれたもの　280÷400＝0.7，0.7×100 （両方の式が必要）
②「×100」を書いていないもの　280÷400
※ また，280÷400が，0.7が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

《方程式の正解》　400 ×  = 280 または 280 ÷ = 400
※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの　　・400×x =280，x=0.7，0.7×100 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   ・280÷x=400，x=0.7，0.7×100 （すべての式が必要）
          ②「×100」を省略しているもの  　　　・400×x=280
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　　 ・280÷x=400
　　　　　 ※ 280÷xが，0.7が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・400÷280×100    ・400 ×  ×100    ・ (400‐280) ×100    
・400÷100=4  280×4


【答え】　70％


５）2000円のケーキを20％引きで売りたいと思います。値段 (ねだん)は何円になりますか。



【式】 2000 × (1－0.2) または 2000－2000 × 0.2
　　 ※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの　　・1－0.2=0.8，2000×0.8 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   ・2000×0.2=400，2000－400 （すべての式が必要）
          ②「1－割合」を省略しているもの　　　・2000×0.8
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　　 ・2000－400
　　　　　 ※ 0.2が，0.8が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

《方程式の正解》　x ÷ 2000 = 1－0.2 または x ÷ (1－0.2)= 2000
※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの　・1－0.2 = 0.8，x÷2000=0.8 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   ・x÷2000=0.2，x=400，2000－400 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1－0.2=0.8，x÷0.8=2000 （すべての式が必要）
          ②「1－割合」を省略しているもの　　・x ÷ 2000 = 0.8
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　 ・x ÷ 0.8= 2000
　　　　　 ※ x÷2000が，x÷0.8が.2が，0.8が，またはそれらを約分した形でもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 2000÷(1‐0.2)　　　・ 2000‐2000÷20　　　・ 2000×0.2

【答え】　1600円

６）よしこさんは，おりがみを80枚，弟にあげました。これは，もともともっていたおりがみの20％にあたります。よしこさんは，もともと何枚もっていたでしょうか。






【式】 80÷0.2
※ 80÷0.2が，0.2が，またはそれらを約分した形で

《方程式の正解》　x×0.2 =80 または 80÷x＝0.2
※ 80÷xが，0.2が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 80×0.2　　　　　　　　・ 80÷(1‐0.2)
・ 80×0.2=16  80×16
・ 80×0.2=16  80＋16


【答え】　400枚












【 ２ 表・グラフの問題2問】（8～9ページ）
· 小問１）は，正答と照らし合わせ受験者解答の正誤を判断し，正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，9ページの採点欄（先生記入欄）に記入する。
· 小問２）の記述問題は，《チェックポイント》を参照し，項目を満たしている場合には，「1」を，満たしていない場合は「0」を，9ページの採点欄（先生記入欄）に記入する。












































１）　100ℓの水が入る水そうがあります。水の入っていない水そうに，水道管Ａを使って水を入れ始めました。しかし，途中で底のせんが抜けたため，水が流れ出ていきました。その後，せんを閉じてから水道管Ｂも使って水を入れて，水そうはいっぱいになりました。下のグラフはそのときの様子を示したものです。このとき，次の問いに答えなさい。
２≪正答≫



①　底のせんが抜けたのは，水を入れ始めてから①答え
　　　 2　　分後

何分後ですか。

②　グラフが右下がりになっている部分がありますが，それはなぜですか。
以下から正しい理由を選んで記号で答えなさい。

ア　出ていく水の量より入れる水の量が多いから②答え
イ

イ　入れる水の量より出ていく水の量が多いから
ウ　出ていく水の量と入れる水の量が同じだから

③　せんを閉じて水道管Ｂからも水を入れ始めたとき，③答え
20 　　ℓ

水そうには何ℓの水が入っていましたか。

④　もし底のせんが抜けず，水道管Ａだけで入れ続けた場合，水を入れ始めてから水そうがいっぱいになるまで，何分間かかるでしょうか。④答え
4　　分間


水の量（ℓ）

	80

	
	
	
	

	60

	
	
	
	

	40

	
	
	
	

	20

	
	
	
	

	1
0

	2

	3

	4

	5



100












時間（分）




	花の種類
	1本あたりの値段
	その他
	値段

	カスミソウ
	320円
	花びん
	500円

	チューリップ
	250円
	かご
	200円

	バラ
	380円
	リボン
	70円

	マーガレット
	120円
	送料
	300円


２）　下の表は，ある花屋さんの値段表です。
このとき，「120×8＋250×3＋70＋200」という式は，何を表しているでしょうか。表中の言葉を用いて説明しなさい。
【模範解答例】
マーガレット８本とチューリップ３本を，かごに入れてリボンを
かけてもらったときの合計の値段





《チェックポイント》以下の①～②の項目について，採点基準を満たしている場合には「1」を，満たしていない場合には「0」を，それぞれの採点欄に記入する。
	採点欄の番号
	採点基準

	①
	花の種類や品物と個数の対応がすべて正しい組み合わせになっている。

	②
	それぞれを足し合わせた「全体」あるいは「合計の値段」の含意が読み取れる。




【その他の回答例と採点例】
	①
	②

	1
	1


・マーガレット8本とチューリップ3本とかごとリボンの合計
 （厳密に「値段」という言葉がなくても合計の含意があれば完全正答）


①
②
0
1


・マーガレットとチューリップをかごに入れてリボンをかけて
もらったときの値段
（花の種類や品物は正しいが，個数が抜けている）

①
②
1
0



・マーガレット8本，チューリップ3本，かご，リボン
（花の種類と個数の対応は正しいが，全体の意味が伝わらない）






「問題３　判断 (はんだん)問題」の採点

問題冊子は12～17ページ

【 １ 概念判断問題10問】（12～13ページ）

· 本課題は「（   ）内とあてはまる数字に○をつける」という形で解答されているため，採点を行う必要はありません。
· なお，正答は次ページ以降にあります。










≪１正答≫

合っているかわからない
たぶん合っている
絶対に合っている
正しい
正しくない



１）分母がちがう分数を，共通な分母の分数に
なおすことを，約分すると言う。	（ 　 ） （ ○ ）   1   2   3

２）時速は，1時間に進む道のりであらわした
速さである。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

３）比例する2つの量の関係を表すグラフは，
直線となり，原点を通る。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

４）分母と分子に同じ数をかけても，分母と
分子を同じ数でわっても，分数の大きさは
変わりません。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

５）下の図のように，直線をのばすと直角に
交わるときは，2本の直線は垂直である
と言う。	（ ○ ） （ 　 ）   1   2   3
　




６）直方体の1つの頂点にあつまっているたて・
横・高さの3つの辺の長さが決まると，その
体積が決まる。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

７）１立方メートルは10000立方センチメートル
である。	（    ） （ ○ ）   1   2   3

８）12は４の約数であり，4は12の倍数である。（    ） （ ○ ）   1   2   3

９）向かい合った1組の辺が平行な四角形を
平行四辺形と言う。	（　　） （ ○ ）    1   2   3

10）円柱の2つの底面は同じ面積でないこと
もある。	（    ） （ ○ ）    1   2   3








【 ２ 論理判断問題6問】（16～17ページ）


· 正答と照らし合わせ受験者解答の正誤を判断し，正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，16～17ページの採点欄（先生記入欄）に記入する。


１）三角形の面積は「底辺×高さ× [image: ] 」です。では、底辺を２倍、高さを４倍にすると、面積は何倍になりますか。
≪２正答≫



① ２倍
② ４倍
③ ６倍○

④ ８倍（正解）

２）２けたの整数が２つあるとき、これらをかけると何けたになりますか。

　　　 ①　３けた
　　　 ②　４けた○

③　３けたになる場合と、４けたになる場合とがある（正解）
　　　 ④　２けた、３けた、４けたになる場合とがある

３）立方体の各辺を２倍にしたときの表面積（すべての面の面積の合計）は、
もとの何倍になりますか。

　　　 ①　２倍○

　　　 ②　４倍（正解）
　　　 ③　１２倍
④　２４倍

４）○や□を整数とすると、２の倍数は２×○、３の倍数は３×□と表すことができます。では、２の倍数と３の倍数をかけると、答えはどうなるでしょうか。

①　５の倍数○

②　６の倍数（正解）
③　２の倍数になるが、３の倍数にならないことがある
④　３の倍数になるが、２の倍数にならないことがある

５）０より大きく、１より小さい２つの数があります。これらを足したときの答えとして、絶対にありえないのは、次のうちどれでしょうか。
 ○

①　２（正解）
②　１．９
③　１
④　０．１

６）整数どうしのわり算をしたとき、余りはわる数より小さくなります。では、「余りが６になったとき、わる数は□以上だったことがわかる」の、□にあてはまる数のうちもっとも大きいものを選びなさい。（「以上」というのは、その数を含むことに注意しましょう。）

①　５
②　６○

③　７（正解）
④　８



「問題４　速く (はや)解 (と)く計算問題」の採点

問題冊子は18～23ページ

· 正答と照らし合わせ，受験者解答の正誤を判断する。
· 正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
































	【１単純速算（加減）】18ページ
≪正答≫


1） 4 + 3 = 7
2） 6 + 7 = 13
3） 7 – 6 + 8 = 9
4） 8 + 5 – 2 = 11
5） 9 + 4 – 5 = 8
6） 3 + 9 + 7 – 8 = 11
7） 2 + 9 – 8 + 5 = 8
8） 8 + 4 – 7 + 9 = 14
9） 7 – 4 + 8 + 5 – 9 = 7
10） 5 + 8 – 7 + 9 – 6 = 9
	【２単純速算（乗除）】20ページ
1） 7 × 9 = 63
2） 6 ÷ 2 = 3
3） 63 ÷ 9 = 7
4） 12 × 4 = 48
5） 26 × 3 = 78
6） 56 ÷ 14 = 4
7） 49 × 7 = 343
8） 608 ÷ 8 = 76
9） 17 × 86 = 1462
10） 836 ÷ 19 = 44
















【３工夫速算】22～23ページ
≪正答≫



１）　9 + 9 + 9 + 9 = 36

２）　100 + 3 + 100 + 2 + 100 + 2 = 307

３）　10080 ÷ 2 = 5040

４）　588 + 99 = 687

５）　708 × 7 = 4956

６）　1 + 2 + 3 + 57 + 58 + 59 = 180

７）　800 － 699 = 101

８）　17 × 9 × 0× 8 = 0

９）　47 + 19 + 6 – 19 – 47 = 6

１０）2 × 9 × 3 = 54

１１）24000 ÷ 400 = 60

１２）75 – 6 – 4 – 3 – 7 = 55

１３）36 × 7 ÷ 4 = 63

１４）63 + 69 – 30 – 1 – 33 = 68





「問題５　文章題（２）」の採点

問題冊子は26～28ページ
· 設問ごとに，「正答と採点の手順」に従って採点する。
· チェックポイントを満たしている場合には「1」，満たしていない場合には「0」を，解答欄の右ページにある採点欄に記入する。該当するような記入がない場合や，どれに当てはまるか判断できない場合も「0」を記入する。
































１）　1辺が6㎝の正方形の折り紙があります。辺の中点（真ん中の点）を順に結んでできる4本の直線で内側に折って，小さな正方形にします。できた正方形を同じように内側に折って，小さな正方形にするということをもう1回繰り返します。こうして合計2回内側に折ったときにできる正方形の面積は何㎝2でしょうか。

≪正答と採点の手順≫





【回答例と採点欄の記入例】図表の質→採点欄③～⑤
図表の有無→採点欄②

[image: ]《模範回答例》

・採点欄③：最初に与えられた正方形がかかれているか

・採点欄④：1回折ってできた正方形が正しくかかれているか

・採点欄⑤：2回折ってできた正方形が正しくかかれているか
答え□ (正方形)：□ (円)                     
答え□ (正方形)：□ (円)                     



答えの正誤→採点欄①



答え　9㎝2　                    



答え□ (正方形)：□ (円)                     

《採点欄の記入例》
答えの正誤　　図表の有無　　　　　　　　　図表の質

	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	1
	1



【採点の手順】
手順1．　答えの正誤を採点して，採点欄①に記入する。
＊答えを「9㎝2」と正答できている場合には「1」を，誤答している場合には「0」を，採点欄①に記入する。
＊無回答，判断不能の場合も「0」を記入する。
手順２．　図や表があるかないかを判断して，採点欄②に記入する。
＊図もしくは表が書かれている場合には，採点欄②に「1」を記入する。正答につながるものかどうかに関係なく，ともかく図表がかかれていれば「1」を記入する。注）
＊式や文章などが書かれていても，図表がかかれていない場合には「0」を記入する。

注）　図表の定義
・数や文字だけの表現をのぞく，すべての表現を図と判断する。ただし，問題とまったく無関係な表現（落書きなど）は図と認めない。
・関連する2つの数値が2組以上規則正しく並べられたものを表と判断する。
採点欄②が「1」のとき→手順3（図表の質の採点）に進む。
採点欄②が「0」のとき→採点欄③～⑤にも「0」を記入する。



手順３．　図や表がかかれている場合には，その質を判断し，採点欄③～⑤に記入する。
＊採点欄③：最初に与えられた正方形の図がかかれている場合には「1」を，かかれていない場合には「0」を，採点欄③に記入する。
＊採点欄④：最初に与えられた正方形を1回折ったときにできる正方形の図がかかれている場合には「1」を，かかれていない場合には「0」を，採点欄④に記入する。
＊採点欄⑤：最初に与えられた正方形を2回折ったときにできる正方形の図がかかれている場合には「1」を，かかれていない場合には「0」を，採点欄⑤に記入する。
＊なお，面積を求めるための式の有無は，ここでは問わない。


【その他の回答例と採点例】
[image: ]　例1）　図はあるが，答えが正しくない場合
②図がかかれている→1
③最初の正方形がかかれている→1

①不正解→0

④1回折ってできる正方形がかかれている→1


答え　4.5㎝2　                    


⑤2回折ってできる正方形がかかれている→1



	①
	②
	③
	④
	⑤

	0
	1
	1
	1
	1



例2）　正答しているが，誤った図が作成されている場合
[bookmark: _GoBack][image: ]
③最初の正方形がかかれている→1
②図がかかれている→1


①正解→1


答え　9㎝2　                    

④1回折ってできる正方形なし→0

⑤2回折ってできる正方形なし→0



	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	0
	0



例3）　図が作成されていない場合①正解→1

[image: ]

答え　9㎝2　                    
②式のみで図表なし→0


③～⑤
図がないのですべて→0


	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	0
	0
	0
	0


２）　一辺2cmの正方形ADEFと一辺3cmの正三角形ABCが，点Aで接しています。点Pは点Aを出発し，毎秒1cmの速さでA→D→E→F→Aの順に回り続けます。点Qは点Bを出発し，毎秒1cmの速さでB→C→A→Bの順に回り続けます。点Pと点Qが初めて点Aで出会うのは，何秒後でしょうか。







【正答例と採点欄の記入例】
[image: ]図への書き込み有無
→採点欄②





表の有無→採点欄③


表の質→採点欄④～⑤


・採点欄④：点Pが点Aを通るときの秒数（何秒後）が示されているか

・採点欄⑤：点Qが点Aを通るときの秒数（何秒後）が示されているか


④


⑤

答えの正誤→採点欄①

[image: ]


《採点欄の記入例》
答えの正誤　図の書き込み　表の有無　　　　 表の質

	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	1
	1






【採点の手順】
手順1．　答えの正誤を採点して，採点欄①に記入する。
＊「24秒後」と正答できている場合には「1」を，誤答している場合には「0」を採点欄①に記入する。
＊無回答，判断不能の場合も「0」を記入する。
手順２．　図への書き込みがあるかないかを判断し，採点欄②に記入する。
＊与えられた図やその周辺に，
・正方形の1辺が2㎝であることを示した書き込み
・三角形の1辺が3㎝であることを示した書き込み
・辺の１㎝ごとの区切りを表す書き込み
・3秒後以降の点Pや点Qの位置を表す書き込み
など，答えを求めるために図を活用している痕跡が認められる場合には，採点欄②に「1」を記入する。図を活用した痕跡が認められない場合には，「0」を記入する。
＊また，与えられた図とは別に，新たに適切な図を作成している場合にも，「1」を記入する。
手順３．　表があるかないかを判断し，採点欄③に記入する。
＊表が書かれている場合には，採点欄③に「1」を記入する。正答につながるものかどうかに関係なく，ともかく表がかかれていれば「1」を記入する。注）
＊式や文章などが書かれていても，表がかかれていない場合には「0」を記入する。
注）　表の定義：関連する2つの数値が2組以上規則正しく並べられたものを表と判断する。採点欄③が「1」のとき→手順４（表の質の採点）に進む。
採点欄③が「0」のとき→採点欄④～⑤にも「0」を記入する。



手順４．　表がある場合にはその質を判断し，採点欄④～⑤に記入する。
＊採点欄④：点Pが点A上を通過する際の秒数（何秒後）について，１回目，２回目，３回目の秒数（何秒後）がすべて正しく書き込んである場合には，採点欄④に「1」を，正しくない場合，判断不能の場合には「0」を記入する。
＊採点欄⑤：点Qが点A上を通過する際の秒数（何秒後）について，１回目，２回目，３回目の秒数（何秒後）がすべて正しく書き込んである場合には，採点欄⑤に「1」を，正しくない場合，判断不能の場合には「0」を記入する。


【その他の回答例と採点例】
　例1）　正しい図や表が作成されている場合
②図や書き込みあり→1


[image: ]

④点Pの秒数あり→1






⑤点Qの秒数あり→1


③表あり→1
①正解→1


[image: ]



	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	1
	1




　例2）　答えは合っているが，図へのかき込みがない場合
②図への書き込みなし→0
③式のみで表なし→0


④～⑤
表がないのですべて→0

[image: ]

①正解→1


[image: ]



	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	0
	0
	0
	0
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